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院長　田中 究
　ひょうごこころの医療センターの春
は花いっぱいです。たくさん植わった
桜、短い間ですがすっかり気持ちを明
るくさせてくれます。円形花壇には
チューリップやビオラ、パンジーが咲
いています。たくさんの人たちの手入
れと気持ちが合わさっての満開の花で

す。その中に、本年も多くの職員を迎え新たな力を得て充実し
た体制を整えています。新型コロナウイルス感染症の流行に
よって、当センターもその機能を変更、縮小せざるを得ないと
ころもありましたが、今年度は感染症対策をしっかりと行いつ
つ、旧来に増して病院機能の拡充を図り、地域の医療機関、福
祉支援機関との連携を深め、利用される方々に最新、最善の丁
寧な精神科医療をお届けできるように、職員一同全力を尽くし
て参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

管理局長　武田 雅和
　このたび、管理局長として着任いた
しました武田です。
　着任の日、抜けるような青空と満開
の桜に迎えられ、この豊かな自然に囲
まれた、“県立ひょうごこころの医療
センター”の一員として勤務させてい
ただくことに、大きな喜びを感じると
同時に、一層身を引き締めて頑張らねばと決意を新たにいたし

ました。
　田中院長の下、“人としての尊厳を大切
にし、だれもが安心できる医療を提供しま
す”を基本理念に、スタッフが一丸となっ
て、皆さまにより信頼され、親しまれる病
院となるよう、誠心誠意取り組んで参りま
すので、よろしくお願いいたします。

副院長 診療部長　見野 耕一
　私は、神戸大学病院、光風病院、神
戸市立医療センター西市民病院、尼崎
総合医療センターなどで勤務して、昨
年より、再び当センターに復帰してお
ります。
　精神科救急医療センター、依存症医
療センター、児童思春期センター「ひ

かりの森」、認知疾患医療センターの４部門を中心に、当セン
ターの一員として県内の精神保健医療福祉の向上に寄与するこ
とを目的に日々励んでいます。
　地域で暮らす精神疾患患者さんが365日安心して生活でき
るよう診療体制を整えています。また、地域医療機関の期待に
も的確に応えられるように、よりいっそうの研鑽を積んでまい
りますのでご高配ご支援を賜りますようお願いいたします。

新年度のごあいさつ新年度のごあいさつ
副院長 看護部長　足立 久美子
　満開の桜の中、ゆーらゆら
優雅に泳ぐ鯉のぼりに、心癒
やされるシーズン到来です。
今年は17名の新人看護師が
仲間入りです。全員が精神科
看護について学びたい！と熱
い思いと志を抱いての入職で
す。新人研修もコロナにより様変わりし、ハイブリット方式で
開催可能となりました。コロナは、私たちの日常に多くの制限
を強いてきましたが、柔軟な思考や発想の転換に加え、皆で智
恵を出し合えば乗り越えられる！といった組織力の強化ももた
らしてくれました。もう少し続くコロナとのお付き合いですが、
外部環境の変化に対応できる“逞しさ”と看護師としての役割
や責任を“真心”込めて果たせる新人看護師の育成に努めた
い！と襟を正し新年度を迎えました。

地域ケア部長 検査･放射線室長　曽我 洋二
　この度、地域ケア部長に就任
しました。曽我と言います。
　当院の地域ケア部は平成22
年に社会復帰療法部から組織が
変更され現在に至っています。
国が提唱する「地域包括ケア」
とは「医療や介護が必要な状態
になっても、可能な限り、住み
慣れた地域でその有する能力に

応じ自立した生活を続けることができるよう、医療・介護・予
防・住まい・生活支援が包括的に確保される」という考え方
です。
　上記考え方を実現するために当センターのリソースを使って
何ができるのかを皆様と一緒に考えていきたいと思います。

医療安全部長
栄養管理部長　置塩 紀章

　この度、医療安全部長に就任しまし
た置塩です。
　安全で質の高い医療を提供すること
は、全ての医療従事者の責務であり、
当センター職員１人１人が、医療安全
の必要性・重要性を自分自身の課題と
認識し、最大限の注意を払いながら日々の医療に従事する必要
があります。医療の安全な管理、医療事故防止の図り、当セン

ターの理念に則った医療を提
供できるように努めてまいり
ます。

感染対策部長　二宮 典久
　感染対策部長の二宮です。入院・外
来を問わず感染の予防、対策の窓口と
なっています。この２年はいずれの医
療機関も、新型コロナ感染症対策に追
われており、当センターも例外ではあ
りません。「言葉」を主体とする意思
疎通が核となる診療科である当院の場

合、双方がマスク着用で対応せざるを得ない現況は、お互いに
高いストレスを抱えながらの日々が続き
ます。見えないモノを、見える道具や方
法で予防して、安全で心地よい診療環境
が整えられるよう、努力していく所存で
す。見えないモノは、この世に数多く存
在しますので、皆さんの協力が必要です。
よろしくお願いいたします。

精神科救急センター長　
地域医療連携部長　　　渡邉 敦司
部長（児童思春期担当）

　４月より尼崎総合医療センターから
着任しました。精神科救急医療セン
ター長、地域医療連携部長、児童思春
期担当部長として、それぞれの部門で
役割を果たせるように努力します。精
神科救急医療センターは、兵庫県の精神科救急体制における基
幹病院としての役割を果たします。児童思春期センターは、こ

ころの問題を抱える子どもたちに専門的な
医療を提供します。地域医療連携部は、こ
れまで以上に、密に医療機関との連携を取
ります。医療機関及び患者さんから求めら
れる医療を提供できるよう全力を尽くしま
す。よろしくお願いいたします。

部長（医療情報担当）
認知症疾患センター長　小田　陽彦

　老年精神科の小田陽彦です。65才
以上の認知症を含む精神疾患や、65
才未満の若年性認知症に、当科は対応
しています。頭部画像検査や血液検査
などの詳しい検査をご提案したり診断
に基づいた今後の対応策をご相談する

ことができます。物忘れで困っている、自動車運転免許に関す
る診断書や成年後見に関する
診断書が欲しいという方は気
軽にお越しください。
　よろしくお願いいたします。

薬剤部長　柴田 博子
　満開の桜に迎えられ着任し早
一年、二度目の春を迎え、風光
明媚なこの地への感慨を新たに
しています。
　当センターはコロナ患者さん
も受け入れており、昨年度は次々と承認されるコロナ治療薬を
院内で安全に使用できるよう取組みました。そして、本来の精
神科医療における薬物療法について、薬剤処方の確認や提案、
患者さんへの薬剤説明や副作用確認など、安全に効果的に薬剤
が使用されるよう日々努めています。
　引き続き、薬剤部員が一丸となり“こころの医療”に尽くし
ていきたいと思います。

検査技師長　山岸 真代
　このたび尼崎総合医療センターから着任
しました山岸です。
　着任した当初、満開の桜の素晴らしさに
感激しました。こころの医療センターは、
自然に囲まれた環境にあるので、四季折々
の変化を今から楽しみにしています。

　当センターの検査室は、規模は小さいですが、生化学分析装
置や免疫分析装置、超音波検査機器や脳波形、光トポグラ
フィーなど最新の機種を備え検査を行っています。「正確・迅
速」な検査を実践し、また「人として尊厳を大切にし、だれでも
安心できる医療」に少しでも貢献できるよう、検査室一丸と
なって頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

看護部次長　小山 美幸
　このたび、兵庫県立加古川医療センター
より着任しました看護部の小山美幸と申し
ます。生まれは神戸市北区（西鈴蘭台）で、
小学２年生の時に父親の転勤で加古川市へ
引っ越しをしました。北区で過ごした思い
出といえば“雪のかまくら”です。温暖化
の影響で、雪の日が少なくなっているようですが、四季を感じ
ながらの通勤を楽しみたいと思っています。
　また、専門病院として兵庫県全域のこころの医療・ケアを実
践されている皆様と一緒に、地域に貢献できるよう努めてまい
ります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

地域医療連携部次長
　　　 （課長兼務）　福原 真紀

　はじめまして。このたび地域医療連携部
に着任しました福原です。
　患者さんと地域とをつなぐ窓口の役割を
担う地域医療連携部では、
患者さんに住み慣れた地

域で安心して医療や保健、福祉のサービスを
受けていただけるよう、支援・調整を行って
います。また、県民のみなさまに精神疾患に
関する理解を深めていただけるような機会も
提供していければと考えています。
　どうぞよろしくお願いいたします。
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外来診療のご案内
精神科外来

児童思春期精神科外来

１診
【初診】

小  田
（もの忘れ外来）

小  田
（もの忘れ外来）

初診担当医 初診担当医 初診担当医 初診担当医

令和4年5月1日現在

田  中置  塩見  野田  中塚  田

葛  山 飯  塚曽  我鈴  木二  宮

木 金水火月

石  橋 北  島勝  又中  井木  下

和  田 緒  方杉  山植  田轟

宮  田 小  林明茂  木 三  浦

大  山
関  口

置塩（アルコール初診）

大  山持  田

楳木（アルコール初診） 米村（アルコール初診） 茂木（アルコール初診）

小林明（発達初診）

小  田
（もの忘れ外来）

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

２診
【初診】

３診
（再診）

４診
（再診）

１診

神大派遣医（再診）

　轟　（ 初 診 ） 杉  山 （ 初 診 ） 山  岸 （ 初 診 ）緒  方 （ 初 診 ）

浅  井 （ 初 診 ）飯  塚 （ 初 診 ）

尾  﨑 （ 再 診 ）

田  中 （ 再 診 ） 和  田 （ 再 診 ）
渡  邉 （ 再 診 ）

和  田 （ 初 診 ）

小林三（ 再 診 ）

木 金水火月

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

２診

３診

４診

５診
（再診）

６診
（再診）

７診
（再診）

８診
（再診）

９診
（再診）

初診外来は予約制です。

初診をご希望の方は地域医療連携課にお電話ください。

初診予約受付時間 ： 平日 9:00～17:00（地域連携課直通：078-940-5510）


